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先週の復習
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躯体工事と仕上工事の関係

躯体工事：骨格
仕上工事：衣服

躯体工事が完了したら仕上げ工事ですが・・・

仕上げ工事の一部ではあるが、
躯体工事中に手配を行うものもある

関係が深い

忘れると大変
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内部仕上工事での例

インサート金物

吊りボルト

天上仕上げダクト

躯体工事

仕上工事



4

内部仕上工事での例

インサート金物

吊りボルト

この後コンクリート打設
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内装仕上げの構成例

①：天井
軽量鉄骨組み
せっこうボード下地
ロックウール吸音板張仕上げ

②：間仕切り壁
軽量鉄骨組み
せっこうボード下地
塗料仕上げ
③：壁
せっこうボード直張り下地
塗料仕上げ
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内装仕上げの構成例

④：柱
モルタル塗り下地
塗料仕上げ
⑤：床
モルタル塗り下地
ビニルタイル張仕上げ
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床の例

（・コンクリート床板）
・ボード下地
・フローリング仕上げ

（・コンクリート床板）
・モルタル塗り下地
・ビニルタイル仕上げ
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床仕上げ方法

コンクリート床板下地
+直接仕上げ

コンクリート構造床
鉄骨のデッキスラブ

ALC床なども含む
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床仕上げ方法

木構造床
+各種仕上げ

コンクリート床板下地
＋木造床下地
＋畳仕上げ
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床仕上げ方法

コンクリート躯体
＋フリーアクセスフロア

コンクリート躯体
＋木造床下地
＋畳仕上げ
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床下地

・コンクリート下地
：コンクリート床板に直接仕上げる

・鋼製床下地・フリーアクセスフロア
：コンクリート床板に二重床を仕上げる

・木造床下地
：コンクリート床板に木材で床組み



12

天井の例

・軽量鉄骨組み
・せっこうボード下地
・ロックウール吸音板仕上げ

・軽量鉄骨組み
・せっこうボード仕上げ
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天井への施工方法

直張り工法二重張り工法

木枠・軽量鉄骨（＋板下地）→板材を張り付け
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システム天井

見上げ図
(下から見たところ)

上から見たところ
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壁の例（間仕切り）

木枠組み
この後ボード貼り

軽量鉄骨
＋せっこうボード
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壁の例

両脇：石膏ボード＋塗装

中央：構造柱＋塗装

コンクリート下地
＋石こうボード
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壁の施工方法

軽量鉄骨下地
＋石こうボード
＋塗装

コンクリート下地
＋石こうボード
＋クロス仕上げ
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壁装材（クロス）の施工

下地ボード継ぎ目処理 クロス張り



建築工法
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14回 内部仕上工事

建築学科 平岩 陸
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内部仕上げ工事

7.1 概説
7.2 内装工事
7.3 塗装工事
7.4 左官工事
7.5 木工事
7.6 ユニット工事および断熱工事
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内装工事

・各工事の関連性（施工手順や前後関係）が複雑
・さまざまな業者が作業を行う

工程管理がより重要

段取りを失敗すると・・・

手戻り：
一度前の状態に戻って再びやりなおす状態
手待ち：
作業員が仕事もなく待つだけの状態
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内装工事の注意点

・内装制限：防火上の観点

・シックハウス対策：室内環境上の観点

使用できる内装材料に制限がある
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内装制限

建築基準法35条の2

別表第1欄に掲げる特殊建築物、（中略）
その壁および天井の室内に面する部分の仕上げを
防火上支障のないものとしなければならない

特殊建築物：
人が多く集まる建築物に対し、
それぞれ面積などにより規定されている
：劇場、映画館、病院、ホテル、集会場など

仕上げ材料として、
難燃材料、準不燃材料の使用が求められる
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施工の一例

基本的には内装制限は
火災の初期の延焼を防止するのが目的

天井：岩綿吸音板 壁：石こうボード＋壁紙
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シックハウス対策

建築基準法第２８条の２
（居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置）

他の法律では、他の化学物質も制限されている

・ホルムアルデヒドの規制
合板や塗料などで防腐剤として広く使用されている

・クロルピリホスの使用禁止
防蟻剤として使用されてきた
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シックハウス対策：様々な法律
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シックハウス対策

区分 発散量 制限

規制対象外

「Ｆ☆☆☆☆」
0.005mg/m2・h以下 制限なし

第３種 「Ｆ☆☆☆」 0.005～0.02mg/m2・h 使用面積制限あり
(換気回数による)第２種 「Ｆ☆☆」 0.02～0.12mg/m2・h

第１種 「Ｆ☆」 0.12mg/m2・h超 使用禁止

ホルムアルデヒド発散建材の区分

http://blog-imgs-54.fc2.com/t/e/n/tenmamyoko/IMGP6735.jpg
http://blog-imgs-54.fc2.com/t/e/n/tenmamyoko/IMGP6735.jpg
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塗装工事

・表面の保護：耐候性、耐久性の向上
・外観の装飾：色彩・光沢・模様
・性能の付与：防火・防カビ

現在では、水性塗料が主流
⇔油性塗料（有機溶剤を使用）

仕上げ工事の最終段階
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塗料の構成

塗膜形成助要素：揮発する
：揮発成分：水、有機溶剤（シンナー）
塗装が可能なように塗膜要素を溶かす成分

塗膜形成要素：不揮発成分：塗膜になる

塗膜主要素：主剤：油、樹脂
塗膜副要素：補助剤：乾燥剤、可塑剤
顔料 ：着色剤→ないと透明塗料

（ビヒクル）

塗
料
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いろいろな塗料：適した塗料を選択

合成樹脂エマルジョンペイントEP

溶剤系弾性アクリル樹脂エナメルAE
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塗装工事の流れ

素地調整：塗料の接着を良くする工程
↓ 表面の清掃、傷の補修
↓ 錆、ほこり、水分の除去
↓ 表面処理：薬品による清掃
↓ サンドブラスト
塗料の塗布：塗る工程
↓ 下塗り、中塗り、上塗り
↓

乾燥・硬化：塗膜を形成する工程
必要に応じて保温・除湿
乾燥後、次の塗りへ
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塗装上の注意点

・下地調整の重要性＝工程管理が重要
塗料のはがれ、劣化の原因となる

・火災・中毒に注意
火災対策：消火設備の設置
中毒対策：通風・換気などの確保

・気象状況に注意
雨天、強風では塗りにくい
湿度85%以上、気温5℃以下は硬化しにくい
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石こうボード素地調整
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塗装方法

ローラーブラシ塗り

吹付け塗り

はけ塗り



35

塗り床工事

・エポキシ樹脂系塗り床：
接着力・強度などの機械的性能良
耐薬品性良、ただし低温では硬化能力が低下

・ウレタン樹脂系塗り床：
弾力性，防水性や耐摩耗性が良
汚れが付着しやすい

・メタクリル樹脂系塗り床
速硬性あり、低温下（-30℃まで可能）で硬化可能

塗り床も塗装工事の一種
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左官工事

水を使用する湿式工法

→ボードなどによる乾式工法に
取って代わられつつある

固結材料に水を加えてペースト状とし、
コテなどで壁や床に塗り付ける工法
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左官材料と下地



38

左官工事の流れ

下地調整：左官材料の接着を良くする工程
↓ 下地処理・下地補修
↓ 不陸調整
↓
左官工程：セメントモルタル塗りでは3回塗り
↓ 下塗り、中塗り、上塗り
↓ 下塗りは富調合・強度大とする
↓
硬化：各層ごとに必要な硬化時間を与える

この後、次の塗りへ
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施工の様子

土間コンクリート押さえ

壁塗り
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ユニット工事

バス、トイレ、キッチンなどの
ユニット化されたものの工事

給排水設備工事と内部仕上げ工事が一体化
→省力化、品質安定、工期短縮

注意点：工場での作成に時間がかかる
→早期に発注する必要がある

現場設置時の配管等の接続方法の確認
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ユニット工事

バスユニット

給水・給湯配管

排水配管
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断熱工事

外部との熱の移動を少なくすることで

・省エネルギー化
・結露防止

・多孔質断熱材料
ポリスチレンフォーム、硬質ウレタンフォーム

・繊維質断熱材料
ロックウール、グラスウール

隙間のないように施工
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多孔質断熱材料

ウレタンフォームの吹付け

ポリスチレンフォーム

ウレタンフォーム板挿入

火気
厳禁

板状のものは
間に挿入
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繊維質断熱材料

グラスウール

ロックウール

グラスウール挿入

吸水しやすい
→断熱性の低下
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施工13

塗装工事の素地ごしらえに関する記述として、最も不適切なものはど
れか。

1.けい酸カルシウム板の塗装において、吸込み止め処理として、反応
形合成樹脂ワニスを全面に塗布した。

2.合成樹脂エマルションペイント塗りにおいて、流動性をあげるため水
で希釈して使用した。

3.塗料の流動性が不足すると、「はけ目」が生じやすい。

4.だれを防止するため、希釈を控えめにし、はけの運行を多くする。

5.しわを防止するため、厚塗りをし、乾燥時に温度を上げて乾燥を促進
する。


